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資料－１ 調査団員・氏名 



A1 - 1 

1. 基本設計調査 
 

氏名 所属 担当業務 

牛木 久雄 JICA 総括 

深澤 公雄 JICA 計画管理 

瀬野 正敏 YEC 業務主任／給水施設計画 

上田 正明 YEC 社会経済状況調査／運営・維持管理計画 

村上 敏雄 YEC 水理地質／地下水開発計画 

武内 正博 YEC 管路計画 

本間 真  YEC 積算／調達計画 

小林 義明 YEC 業務調整員 

丸山 忠雄 YEC フランス語通訳 

 

2. 基本設計概要現地説明調査 
 

氏名 所属 担当業務 

牛木 久雄 JICA 総括 

笠原 久美子 JICA 計画管理 

瀬野 正敏 YEC 業務主任／給水施設計画 

上田 正明 YEC 社会経済状況調査／運営・維持管理計画 

本間 真  YEC 積算／調達計画 

丸山 忠雄 YEC フランス語通訳 

JICA：国際協力事業団   YEC：八千代エンジニヤリング株式会社 



 

 

 

 

 

 

 

資料－２ 調査行程 
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（1/2)

No. 月/日 曜日 宿泊地 移動 調査業務の内容

1 3/25 日 パリ 成田(14:00)  官団員（牛木団長・深澤）、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野・上田・
↓(AF275)  村上・武内・丸山・小林）日本出国
パリ(18:35)

2 3/26 月 ﾀﾞｶｰﾙ パリ(16:30)  官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 ダカール着
↓(AF718)

ダカール(20:25)
3 3/27 火 ﾀﾞｶｰﾙ ダカール(20:50) 在セネガル日本大使館、JICAセネガル事務所表敬・打合せ

↓(MR262)
ﾇｱｸｼｮｯﾄ(21:40)  官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員　ﾇｱｸｼｮｯﾄに移動

4 3/28 水 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員　 経済協力省、水利局、
 水エネルギー省、SONELEC表敬。

5 3/29 木 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  水利局、SONELECと協議（IC/R、質問表）

6 3/30 金 キファ ﾇｱｸｼｮｯﾄ(7:00)  官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員　キファ市に移動。
↓(陸路)  現地調査（ゲルー村給水井戸、試掘調査井JF-13A、

キファ(16:00)  市営給水車用浅井戸視察）
7 3/31 土 キファ  Assaba州副知事、World Vision (WV)、キファ市長　表敬

 WVと地域組合建設の井戸、貯水槽を視察
 国立キファ病院（中国人医者の宿舎）訪問・挨拶

8 4/1 日 ﾇｱｸｼｮｯﾄ キファ(8:00)  官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員　ﾇｱｸｼｮｯﾄに移動。
↓(陸路)  現地調査（配水池予定地、F5・F6、JF2、JF5、

ﾇｱｸｼｮｯﾄ(20:00)  JF7井戸)。　 ｺﾝｻﾙ団員（本間）、日本出国。
9 4/2 月 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  官団員、ｺﾝｻﾙ団員1(瀬野・上田・武内）、水利局と

 ミニッツ協議。水エネルギー省大臣表敬。
 ｺﾝｻﾙ団員2(村上・小林)、再委託調査準備（見積り）。

10 4/3 火 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  官団員、ｺﾝｻﾙ団員1、水利局とミニッツ協議・修正。
 ｺﾝｻﾙ団員2、再委託調査準備（見積り）。

11 4/4 水 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  官団員、ｺﾝｻﾙ団員、水利局とミニッツの追加分を説明
 UNICEF、下水プログラムについて情報収集
ミニッツ調印

12 4/5 木 ﾀﾞｶｰﾙ ﾇｱｸｼｮｯﾄ  官団員、ｺﾝｻﾙ団員、経済開発省とミニッツ調印、
ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓(MR)  水利局局長に挨拶、官団員移動（ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ﾀﾞｶｰﾙ）。

ダカール  公共事業省　試験所（土質調査依頼）
 水利局で現地通訳の面接、団内会議

13 4/6 金 機内 ダカール  官団員、セネガル大使館・JICA事務所に報告。
ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓(AF)  官団員、移動（ﾀﾞｶｰﾙ→パリ）

パリ  ｺﾝｻﾙ団員、団内会議
14 4/7 土 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  本間到着。在セネガル日本大使ﾇｱｸｼｮｯﾄご到着。

15 4/8 日 ﾇｱｸｼｮｯﾄ
 官団員、東京着
ｺﾝｻﾙ団員1、土質調査再委託の交渉、通訳の交渉。
 ｺﾝｻﾙ団員2、揚水試験会社、水質試験所に再委託交渉。

16 4/9 月 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  水利局、SONELECに調査日程報告、土質調査再委託契約。
 ｺﾝｻﾙ団員2、揚水試験会社と委託契約、
 SONELEC水質試験所との協議。

17 4/10 火 ﾇｱｸｼｮｯﾄ キファ(8:00)  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（村上・武内・小林）、現地通訳（Abou)
キファ ↓(陸路)  キファ市に移動。

ﾇｱｸｼｮｯﾄ(20:00)
18 4/11 水 キファ キファ(8:00)  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野・上田・本間）、通訳（丸山)

ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓(陸路)  水理局 Mr.Ahmed、キファ市に移動。
ﾇｱｸｼｮｯﾄ(20:00)  事務所設置、土質調査の管理。

19 4/12 木 キファ  送水ポンプ場予定地土質調査現場の視察。
ﾇｱｸｼｮｯﾄ  ボーリング調査管理、地域アンケート調査開始。

20 4/13 金 キファ キファ(8:00)  アユーン市の類似水道施設視察
ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓↑(陸路)  共同水栓、井戸、配水池、送水管路など

アユーン(20:00)
21 4/14 土 キファ キファ(8:00)  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（武内・本間） ﾇｱｸｼｮｯﾄへ移動

ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓(陸路)  
ﾇｱｸｼｮｯﾄ(20:00)

1. 基本設計調査
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No. 月/日 曜日 宿泊地 移動 調査業務の内容

22 4/15 日 キファ  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野)、通訳（丸山）、
ﾇｱｸｼｮｯﾄ  水利局Mr.Ahmed　ヌアクショットへ

23 4/16 月 キファ  ハンドポンプ設置井戸の水質調査、
ﾇｱｸｼｮｯﾄ  採水資料の水質分析

24 4/17 火 キファ  ハンドポンプ設置井戸の水質調査
ﾇｱｸｼｮｯﾄ  採水資料の水質分析

25 4/18 水 キファ ﾇｱｸｼｮｯﾄ(23:00)  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（武内）、ﾇｱｸｼｮｯﾄ発→パリ
ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓ (AF765)

パリ(6:00)  
26 4/19 木 キファ  ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、資料整理・分析、

ﾇｱｸｼｮｯﾄ  社会経済調査結果の整理
 ｺﾝｻﾙ団員（武内）成田着

27 4/20 金 キファ  団内会議、資料整理
ﾇｱｸｼｮｯﾄ

28 4/21 土 キファ  モーリタニア大統領キファ訪問　
ﾇｱｸｼｮｯﾄ

29 4/22 日 キファ  ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、資料整理・分析、
ﾇｱｸｼｮｯﾄ  社会経済調査結果の整理

30 4/23 月 キファ  ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、資料整理・分析、
ﾇｱｸｼｮｯﾄ

31 4/24 火 キファ  ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、資料整理・分析、
ﾇｱｸｼｮｯﾄ  夜、揚水試験開始

32 4/25 水 キファ キファ(7:30)  ｺﾝｻﾙ団員（上田）、通訳（丸山）、ﾇｱｸｼｮｯﾄへ移動
ﾇｱｸｼｮｯﾄ ↓(陸路)  JF-5A,JF-13Aの揚水試験現場管理、採水

ﾇｱｸｼｮｯﾄ(17:00) 　ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、資料整理・分析、
33 4/26 木 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、資料整理・分析

キファ  JF-2現場管理
34 4/27 金 ﾇｱｸｼｮｯﾄ ﾇｱｸｼｮｯﾄ 8:00  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（本間）：揚水試験管理のため

キファ ↓(陸路)  キファへ移動
キファ

35 4/28 土 ﾇｱｸｼｮｯﾄ キファ 13:30  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野、村上）
キファ ↓(陸路)  ﾇｱｸｼｮｯﾄへ移動

ﾇｱｸｼｮｯﾄ 1:00
36 4/29 日 ﾇｱｸｼｮｯﾄ キファ 8:00  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（小林）

キファ ↓(陸路)  ﾇｱｸｼｮｯﾄへ移動
ﾇｱｸｼｮｯﾄ 18:30 TENMIYA(現地NGO)のﾇｱｸｼｮｯﾄでの給水施設改善活動現場見学

37 4/30 月 ﾀﾞｶｰﾙ  水利局にてフィールド・レポート調印

38 5/1 火 ﾀﾞｶｰﾙ ﾇｱｸｼｮｯﾄ 2:00  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野、上田）

↓ (RK823)  エンジン故障のため深夜離陸　ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ダカール

ﾀﾞｶｰﾙ 3:00
39 5/2 水 機内泊 ﾇｱｸｼｮｯﾄ 23:00  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（村上、小林）、通訳（丸山）ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ﾊﾟﾘ

↓ (AF765)  エンジン故障で当初予定日より1日延期となった。

パリ 6:00
 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野、上田）在セネガル日本大使館、
JICAセネガル事務所表敬・帰国報告

40 5/3 木 機内泊 パリ 18:30  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野、上田、村上、小林）、
↓ (AF276)  通訳（丸山）

成田 翌日11:30  パリ→成田
41 5/4 金  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野、上田、村上、小林） 成田着

 通訳（丸山） 関西国際空港　着
42 5/5 土 機内泊 ﾇｱｸｼｮｯﾄ(23:00)  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（本間） ﾇｱｸｼｮｯﾄ→パリ

↓ (AF765)
パリ(6:00)

43 5/6 日 機内泊 パリ(12:30)  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（本間） パリ→成田
↓ (AF276)

成田
44 5/7 月  ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（本間）　成田着
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No. 月/日 曜日 宿泊地 移動 調査業務の内容

1 10/10 水 パリ 成田発(12:30)  官団員（牛木団長・笠原）、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（瀬野・上田・
↓(AF275)  ・本間・丸山）日本出国

パリ着(18:10)
2 10/11 木 ﾀﾞｶｰﾙ パリ発(16:50)  官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 ダカール着

↓(AF718)
ﾀﾞｶｰﾙ着(20:25)

3 10/12 金 ﾀﾞｶｰﾙ  在セネガル日本大使館、JICAセネガル事務所表敬・打合せ

4 10/13 土 ﾇｱｸｼｮｯﾄ ﾀﾞｶｰﾙ発(21:45)  ヌアクショットへ移動
↓(MR662)

ﾇｱｸｼｮｯﾄ着(22:35)
5 10/14 日 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  経済開発省、水・エネルギー省水利・下水局、表敬

 経済開発大臣表敬

6 10/15 月 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  水公社（SNDE）局、
 水利・下水局と協議

7 10/16 火 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  先方政府と協議
 水利・下水局長ミニッツ署名

8 10/17 水 ﾇｱｸｼｮｯﾄ  UNDP/UNOPS訪問
 水利・下水局と協議
 ミニッツ署名

9 10/18 木 ﾇｱｸｼｮｯﾄ ﾇｱｸｼｮｯﾄ発(18:00)  ダカールへ移動
↓(MR461)

ﾀﾞｶｰﾙ着(18:50)
10 10/19 金 ﾀﾞｶｰﾙ ﾀﾞｶｰﾙ発(23:00)  在セネガル日本大使館、JICAセネガル事務所表敬・打合せ

↓(AF719)

11 10/20 土 ﾀﾞｶｰﾙ パリ着(06:30)  移動
パリ発(13:15)
↓(AF276)

12 10/21 日 機中泊 成田着(07:45)  移動

2. 基本設計概要説明調査
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資料－３ 関係者（面談者）リスト 
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1. 基本設計調査時 

(1/2) 
所  属 氏  名 

Minitere des Affaires Economique et du Developpement Direction des Financements 
（経済・開発省） 

♦ 財務局長 Mr. Sidi Mohamed Ould Bakha 
♦ 財務局次長 Mr. Mohamed El Hassen Ould Boukhrein 
♦ 経済協力課長 Mr. Limam Ahmed Ould Mohamedou 

   
Ministère de l’Hydraulique et de l’Hdraulique（水利・エネルギー省） 

♦ 大臣 Mr. Kane Moustapha 
♦ 副大臣 Mr. Hadrami Ould Ahmed 
  

Direction de l’Hydraulique（水利局） 
♦ 水利局長 Mr. Sidi Mohamed Ould Taleb Amar 
♦ 副局長 Mr. Bassirou Diagana 
♦ 都市給水課長 Mr. Ahmed Ould Weddady 
♦ キファ支所 Mr. Sidi Mohamed Ould Eleyouta 
♦ アユーン事務所長 Mr. Ally Ould Nd Abdellahi 
♦ JICA 専門家 村橋 清継 
  

Societé Nationale d’Eau et d’Electicité (SONELEC) （水・電力公社） 
♦ 総裁 Mr. Sidi Ould Riha 
♦ プロジェクト技術部長 Mr. Ba Farba 
♦ 水質試験所長 Mr. Brahim Ould Cheikh Abdauahi 
♦ 水道プロジェクト課長 Mr. Mohamed El Moctar Ould Moctar 
♦ キファ事務所長 Mr. Mohamed Val 
♦ キファ発電所次長 Mr. Mohamed Ould Bombary 
♦ 財務部 一般会計／分析会計担当 Mr. Mouhame Ould Lezgham 
♦ 財務部 資金借入れ担当 Mr. Gaye Sileye 
  

Assaba（アサーバ州） 
♦ 副知事 Mr. Mohamed Ould Bamine 

  
Commune de Kiffa（キファ市） 

♦ 市長 Mr. Mohamed Yeslem Ould Medlemine 
  

UNICEF 
♦ モーリタニア事務所次長 箱山 富美子 
♦ 水プログラム担当官 Mr. Alsenne 
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所  属 氏  名 

World Vision ( NGO ) 
♦ キファ計画部長 Mr. Stan Doerr 
♦ コーディネーター Ly Abdellahi Mamadou 
♦ スタッフ Mr. Sidina Ould Isselmirs 
♦ スタッフ Mr. El Khadra Ould Ahmed Salem 
♦ スタッフ Mr. Sidi Mohamed Guiguih 
♦ スタッフ Mr. Abdallahi Gueye 

  
Tenmiya (NGO) 

♦ 所長 Mr. Mohamed Ould Tourad 
  

国立キファ病院 
♦ 内科医（リーダー） Mrs. Sung Wen Jial 

♦ 内科医 Mr. Wei Guang Kuan 

♦ 眼科医 Mr. Wang Wei Zhi 

♦ 外科医 Mr. Peng Wei 
♦ 産婦人科医 Mr. Shan Mei 

♦ 麻酔科医 Mr. Shang Tie Jun 

♦ 外科医 
 

Mr. Jiang Wu 

在セネガル日本大使館 
♦ 日本大使 古屋 昭彦 
♦ 二等書記官 鈴木 敦 
♦ 二等書記官 星野 大輔 
  

JICA セネガル事務所 
♦ 所長 黒川 恒男 
♦ 次長 天野 真由美 
♦ 所員 小森 正勝 
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2. 基本設計概要説明調査 

 

所  属 氏  名 
Minitere des Affaires Economique et du Developpement Direction des Financements 
（経済・開発省） 

♦ 経済開発大臣 Mr. Mohamed Ould Nani 
♦ 財務局長 Mr. Sidi Mohamed Ould Bakha 
♦ 経済協力課長 Mr. Limam Ahmed Ould Mohamedou 
♦ 経済援助担当課長 Mr. Mohamed Lemine Ould Ahmed 

   
Direction de l’Hydraulique（水利局） 

♦ 水利局長 Mr. Saadou Ebin Ould Mohamed El Hacen 
♦ 副局長 Mr. Moussa Ould Ahmednah 
♦ 都市給水課長 Mr. Ahmed Ould Weddady 
  

Societé Nationale d’Eau et d’Electicité (SONELEC) （水・電力公社） 
♦ 副総裁 Mr. Ba Farba 
♦ 水道プロジェクト課長 Mr. Mohamed El Moctar Ould Moctar 
♦ スタッフ Mr. Mohamed Abderrahmane Ould Nare 
  

EU 
♦ 専門家 Mr. Mohamed Yakoub 

  
UNOPS/UNDP 

♦ 業務職員 Mr. Mohamed Yeslem Ould Medlemine 
♦ アシスタント Mr. Koudy Bal 
  

Tenmiya (NGO) 
♦ 事務局長 Mr. Mohamed Ould Tourad 
  

在セネガル日本大使館 
♦ 二等書記官 中山 邦夫 
  

JICA セネガル事務所 
♦ 所長 黒川 恒男 
♦ 所員 小森 正勝 
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資料-６ 事業事前評価表
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事業事前評価表 

1. 協力対象事業名 

モーリタニア国キファ市飲料水供給施設整備計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国は、モーリタニア国（以下、「モ」国という）の基礎生活の向上を図るため、無償資

金協力及び情報技術、行政、人的資源分野等での研修員受入、専門家派遣、開発調査等の技術協

力を中心に援助を実施している。 

(2) 「モ」国は国土の大半が砂漠であり、干魃にしばしば見舞われることから、衛生的な水の安

定供給は国家の最重要課題と認識されている。「モ」国政府は世銀及び IMF の指導の基に「貧

困削減戦略ペーパー（CSLP）」を 2001 年に作成し、都市給水の長期目標として 2015 年までに

都市部の給水率を 85％に向上させること、中期目標として 2004 年までに人口 5,000人以上の都

市に給水施設を整備することとしている。 

一方、キファ市は、近年の人口の急増にともない、必要とされる飲料水の供給量が絶対的に

不足し、水源である既存井戸の汚染が急速に進んでおり、このままでは住民の保健・衛生環境が

一層悪化する状況にある。 

本計画は、かかる状況を改善するための飲料水供給施設整備プロジェクトであり、「都市水

利優先計画 2000-2001」において、全国９都市飲料水供給施設整備プロジェクトと共に、最重要

プロジェクトの一つに位置付けられている。本計画を実施することにより、CSLP に掲げられる

都市部の上水道の改善に合致するとともに、家計に占める水購入費の割合が低減されることから

貧困層へ裨益が期待され、CSLP の理念に沿って衛生的な飲料水を供給することが可能となる。 

以上のように、本計画においては、キファ市の保健・衛生環境が改善されることを上位目標

とする。 

(3) 当該国の社会・経済事情については、資料－４の「当該国の社会経済状況」参照。 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

キファ市住民の保健・衛生環境が改善されるという上位目標のもと、同市住民に衛生的な水

が安定的に供給される。 

4. 協力対象事業の内容 

(1) 計画対象地域（以下、計画地という） 

キファ市の市街地区域 

(2) アウトプット 

・ キファ市における飲料水供給システムの整備 

・ 既存井戸改善による水質の向上 

(3) インプット 

① 深井戸揚水ポンプ場の建設（6 箇所） 

② 導水管路の布設（31.5km） 

③ 送水ポンプ場の建設（1 箇所） 

④ 送水管路の布設（8.8km） 

⑤ 配水池の建設（1 箇所） 

⑥ 配水施設の建設 

・ 配水本管の布設（42.5km） 

・ 公共水栓の建設（39 箇所） 

・ Belemtar地区給水施設の建設 

・ 既存井戸の改善（13 箇所） 

⑦ ソフトコンポーネントの導入（水管理体制の確

立、衛生意識向上のための啓発） 
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(4) 総事業費 
 概算事業費 15.58 億円（日本側 12.73 億円、モーリタニア側 2.85 億円） 
(5) スケジュール 

 詳細設計期間を含め 26 ヶ月を予定 

(6) 実施体制 
 モーリタニア国 水利・エネルギー省 水利・下水局及び水公社 

5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模 
 キファ市の市街地区域（約 20km2）、裨益人口約 83,000 人（2008 年） 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 
1) 一人一日給水量が増加する。 

指 標 2000 年（実施前） 2008 年（目標年次） 
計画地人口 69,000 人 83,000 人 
安全な水源からの給水人口 0 人 83,000 人 
一人一日給水量 0 ㍑/人日 各戸給水：40 ㍑/人日（うち 10

㍑/人日は既存井戸を使用） 
公共水栓：30 ㍑/人日（うち 10
㍑/人日は既存井戸を使用） 

2) 公共水道料金の適用により水購入費の家計に占める割合が減少する。 
指 標 2000 年（実施前） 2008 年（目標年次） 

水購入費の家計に占める割合 6.4％ 2.6％ 
3) 住民に供給される飲料水の水質が向上する 

指 標 2000 年（実施前） 2008 年（目標年次） 
大腸菌 検出される 検出されない 
硝酸性窒素 88 mg/l（既存井戸 200 本の平均） WHO の基準 50 mg/l以下 

4) 水管理組織が設立され給水施設の運営・維持管理体制が確立する。 
指 標 2000 年（実施前） 2008 年（目標年次） 

水料金徴収を開始している管

理組織の数 
0 公共水栓 39 箇所 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ付井戸 13 箇所  
(3) その他の成果指標 

・ 水因性疾病患者数が減少する。 
指 標 2000 年（実施前） 2008 年（目標年次） 

水因性疾病患者数（年間） 約 3,000 人 実施前より減少する  

6. 外部要因リスク 

(1)本計画の給水システムのうち、電源供給施設工事及び配水支管布設は先方（水利・下水局）
で負担する。水利・下水局は、これらの工事を所定の工期までに完了させる必要がある。 
(2) 急激な人口流入がないこと。 
(3) 水源が枯渇しないこと。水源水質が悪化しないこと。 
7. 今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる成果指標 

・計画地の給水人口 ・水質分析結果 
・計画地の給水原単位（㍑/人日） ・水因性疾病患者数 
・水料金 ・水管理組織の運営状況 

(2) 評価のタイミング 

事業終了時の全体の事後評価 
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調査団名又は キファ市飲料水施設計画 調査の種類又
専門家氏名 現地調査団 は指導科目

現地調査機関
又は派遣期間

オリジナル 収集先名称又は 寄贈・購入

コピーの別 発行機関 （価格）の別

1 A4 12 コピー 1 水理局 寄贈

2 A4 1 コピー 1 SONELEC 寄贈

3 A4 1 コピー 1 SONELEC 寄贈

4 A4 1 コピー 1 SONELEC 寄贈

5 A4 4 コピー 1 SONELEC 寄贈

6 A4 32 コピー 1 JICA 寄贈

7 A4 80 コピー 1
MINISTERE DE LA
SANTE ET DES

寄贈

8 A4 152 コピー 1
Office National de la
Statistique

寄贈

9 A4 161 コピー 2

Minist�re des Affaires
Economiques et du D�
veloppement Office
National de la Statistique

寄贈

10 A4 30 コピー 1
Office National de la
Statistique

寄贈

セネガル事務所業務概要

ANNUAIRE DES STATISTIQUES SANITAIRES
Ann�e 1998 Edition: Juikket 2000
PROJECTION DE LA POPULATION DE 1988
A 2013

ANNUAIRE STATISTIQUE Ann�e 1998

RESULTATS Tome 1 Juin 1999 Nouakchott -
Mauritanie

作成部課

担当者氏名

Exploitation Eau (Kiffa)

Sur la Cooperation avec les ONG

地域 アフリカ

国名 モーリタニア国

TARIFICATION SONELEC

利用表示資料の名称 部数 取扱区分

CODE DE L'EAU

番号 版型 ページ数

平成12年8月30日作成　

資料収集リスト　（収集資料）

基本設計調査

13年3月25日～13年5月3日配属機関名 八千代エンジニヤリング（株）

Evolution des abonn�s Electricite a Kiffa

文書管理 主管課長 情報管理 技術情報
課　　長 課　　長 課　　長

主管部長

国際協力事業団



オリジナル 収集先名称又は 寄贈・購入

コピーの別 発行機関 （価格）の別

11 A4 66 コピー 2
Office National de la
Statistique

寄贈

12 A4 17 コピー 2
Office National de la
Statistique

寄贈

13 A4 51 コピー 2
Office National de la
Statistique

寄贈

14 A4 37 コピー 1
Office National de la
Statistique

寄贈

15 A4 37 コピー 2
Office National de la
Statistique

寄贈

16 A4 30 コピー 1 TENMIYA (NGO) 寄贈

17 A4 37 コピー 1 TENMIYA (NGO) 寄贈

18 A4 34 コピー 1 TENMIYA (NGO) 寄贈

19 A4 10 コピー 2 TENMIYA (NGO) 寄贈

20 A4 4 コピー 1

CENTRE DE
FORMATION CONTINUE
EIER/ETSHER CEFOC
(UNICEF)

寄贈

取扱区分 利用表示番号 版型 ページ数

ETUDE SUR LA MIGRATION ET
URBANISATION EN MAURITANIE

ANNUAIRE SOCIO-DEMOGRAPHIQUE Ann�
es : 1997 et 1998

STATISTIQUES DU COMMERCE EXTERIEUR
1997

AGREGATS DE LA COMPTABILITE
NATIONALE ET INDICATEURS SOCIO-
ECONOMIQUES 1998

資料の名称 部数

RAPPORT SUR L'ETUDE DE MILIEU SUR
L'APPROVISONNEMENT EN EAU AUTHOR
DES BORNES FONTAINES DAR NAIM,
SEBKHA ET ARAFAT

ELEMENTS DE CONJONCTURE

RAPPORT SUR LA FORMATION DES
GERANTS DE BORNES FONTAINES DANS
LE CADRE DE L'APPROVISIONNEMENT EN
EAU POTABLE DES QUARTIERS DE DAR
NAIM ET ARAFAT

Etude socio-�conomique quartier Basra Projet
Twize

Pr�sentqtion de Tenmiya et  R�f�rences

S�ance N°10 EXPLOITATION ET
MAINTENANCE DES STATIONS
D'EPURATION

国際協力事業団



オリジナル 収集先名称又は 寄贈・購入

コピーの別 発行機関 （価格）の別

21 A4 25 コピー 1
CENTRE DE
FORMATION CONTINUE
EIER/ETSHER CEFOC

寄贈

22 A4 11 コピー 1
CENTRE DE
FORMATION CONTINUE
EIER/ETSHER CEFOC

寄贈

23 A4 7 コピー 1
CENTRE DE
FORMATION CONTINUE
EIER/ETSHER CEFOC

寄贈

24 A4 11 コピー 1 UNICEF 寄贈

25 A4 3 コピー 1 UNICEF 寄贈

26 A4 4 コピー 1 UNICEF 寄贈

27 A4 5 コピー 1 UNICEF 寄贈

28 A4 2 コピー 1 UNICEF 寄贈

29 A4 204 コピー 1

MINISTERE DES
AFFAIRES
ECONOMIQUES ET DU
DEVELOPPEMENT

寄贈

30 A4 4 コピー 1
MINISTERE DE
L'HYDRAULIQUE ET DE
L'ENERGIE

寄贈

BUDGET CONSOLIDE D'INVESTISSEMENT
BCI2001

MEMORANDUM INTERNE

CONTROLE ET AUIVE DE LA QUALITE DE
L'EAU AU NIVEAU DES BASSINS DE
STOCKAGE D'EAU DE LA VILLE DE
NOUADHIBOU

BOIRE UNE EAU POTABLE ET PAS CHERE

CONTROLE ET AUIVE DE LA QUALITE DE
L'EAU AU NIVEAU DES BASSINS DE
STOCKAGE D'EAU DE LA VILLE DE
NOUADHIBOU

S�ance N°2 CARACTERISTIQUES DES
EAUX USEES OBJECTIFS EPURATOIRES

S�ance N°8 SITUATION DES SYSTEMES
D'ASSAINISSEMENT DANS LE CONTEXTE
AFRICAIN

PROGRAMME DE L'ANNEE 2001 I-APPUI
INSTITUTIONNEL ET ETUDES

DOSSIER DE PRESENTATION DE PROJET

S�ance N°7 PROCEDES CLASSIQUES
D'EPURATION DES EAUX USEES

部数 取扱区分 利用表示番号 資料の名称 版型 ページ数

国際協力事業団
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配水池及び送水ポンプ場予定地の基礎土質調査結果概要 

 配水池及び送水ポンプ場予定地において、「モ」国公共事業省の土質試験所に委託し、

「モ」国で実施可能な原位置試験として動的貫入試験を行った。これは、AFNOR（フラ

ンス規格協会）P94-114STANDARD に基づき、コーンを直接貫入させ地耐力（貫入抵抗）

を求める方法である。 

 調査結果概要は、以下のとおりである。 

 

( 1 )  現地調査 

1 )  動的貫入試験 

サイト 土質調査箇所数 土質調査深度 
配水池予定地 ４ヶ所 15m×4 ヶ所 
送水ポンプ場予定地 ２ヶ所 5m×1 ヶ所 

6m×1 ヶ所 
合計 ６ヶ所 71m 

2 )  調査用手掘りピット 

 目視による地層の確認及び室内試験用のサンプリングのため、各貫入試験箇所の

近傍 6 箇所（P1～P6）において、深さ２ｍのピットを 手掘りで掘削した。 

① 配水池予定地 Site №１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 送水ポンプ場 Site №2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S1 

S2 S3 

S4 

10 m 

10 m 

10 m 

10 m 

ベンチマーク 

S6 S5 10 m 

15 m 

ベンチマーク１ 

ベンチマーク２ 

キファ市街地方向 

国道 →至キファ市街地 
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( 2 )  動的貫入試験 

1 )  試験方法 

動的貫入試験機はＬMVH75 タイプで、AFNOR（フランス規格協会）の P94-114 

STANDARD に拠ったものである。 

錘の重さは 64kg（調整可能 20+20+10+14kg)で、落下高さは 75cm である。 

 
 地耐力図表の作成は、動的貫入試験 

（ フランス規格 AFNOR P94-114 ）に従う。 

 

先端耐力の計算 

実施した貫入試験の結果から算出。オランダ式： 
M2×H 1 1 

d = N - 
A 

× 
M + m + Pz 

× 
e 

 
M = 衝撃ハンマーの重さ、daN 
H = 落下高さ cm 
Pz = 深度 z におけるロッドの重さ、daN 
A = 先端の断面積 cm2 
E = 打ち止り時の１落下当たりの進入深さ cm 
D = 先端耐力、daN／cm2 

※daN：デカニュートン 

オランダ式によると、 

M  =  錘の重さ daN  

 

先端耐力( d )は落下の進入深さ、変数 ( M + m + Pz ) に反比例する。 

この変数は測定レベルで変わる。 

 

従って、深度 Z に応じてｄを表す必要がある。オランダ式は次のようになる。 

 
d  =  N × Cz 

 

N は落下の回数で Cz は定数と深度を合わせた係数である。 
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2 )  試験結果 

各手掘りピットの断面図は、添付に示すとおりである。また、添付の地耐力図表は、

深度方向の地耐力の変化を表したものである。 

 

3 )  許容支持力 

  ① 動的貫入試験による許容支持力 

地表に基礎を建設する場合の地盤の許容支持力は次の通りとなる。 

許容支持力を貫入グラフから導き出された破壊率の１／２０に等しいとして 

 
R. dyn.. 

σadm =  
20 

ヘルミニエ経験式の定義 

 

係数２０は試験中のロッドに沿った土の側面摩擦と２０という安全係数を考慮した

ものである。 

 

動的貫入試験から導き出された許容支持力を以下に示す。 

 

動的貫入試験による許容支持力の結果 

                                                          (1 bar=1.02kgf/cm2) 
許容支持力 σa ( bar ) 

深度 
S1 S2 S3 S4 S5 S6 

 0.20 1.84 1.38 0.920 1.840 2.760 1.840 

 0.40 0.92 2.76 1.380 1.380 1.360 1.840 

 0.60 1.38 2.76 1.840 1.380 0.460 1.840 

 0.80 1.38 2.30 1.840 0.920 0.460 0.460 

 1.00 0.92 1.72 0.860 0.920 0.920 0.920 

       

 1.20 0.86 1.29 0.860 0.860 0.860 0.860 

 1.40 0.860 1.290 1.720 1.290 0.430 0.860 

 1.60 0.860 1.290 1.720 1.290 0.860 0.860 

 1.80 1.290 1.290 1.720 0.860 0.860 1.720 

 2.00 1.290 1.720 2.025 1.290 1.760 2.150 

       

 2.20 1.215 1.620 2.025 0.810 2.430 2.025 

 2.40 0.810 1.620 1.620 0.810 2.430 2.430 

 2.60 1.215 1.620 2.025 0.810 2.430 2.430 

 2.80 0.810 1.620 1.520 0.810 2.430 2.430 

 3.00 1.215 1.620 1.520 0.810 2.025 2.430 
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σa ( bar ) 
深度 

S1 S2 S3 S4 S5 S6 

 3.20 1.140 1.520 1.520 1.140 1.90 2.280 

 3.40 0.760 1.520 1.520 1.140 1.90 2.280 

 3.60 0.760 1.520 1.520 1.140 2.28 2.660 

 3.80 0.760 1.600 1.520 1.140 1.90 2.660 

 4.00 1.520 2.280 1.520 1.540 1.90 2.485 

       

 4.20 1.420 1.420 2.130 1.065 2.130 2.485 

 4.40 1.065 1.420 2.130 1.065 2.130 2.840 
 4.60 1.065 1.420 1.775 1.065 2.130 3.550 
 4.80 1.775 1.420 1.775 1.065 2.130 3.550 

 5.00 1.420 1.420 1.775 1.065 2.130 3.400 

       
 5.20 1.36 1.36 2.38 1.36 -  4.08 

 5.40 
 5.60 

2.040 
2.040 

2.040 
2.040 

2.380 
2.380 

2.040 
2.040 

-  
-  

4.760 
5.440 

 5.80 2.040 2.040 1.760 2.040 -  6.460 

 6.00 2.040 2.380 2.040 2.380 -  - 

       

 6.20 2.240 2.280 1.920 1.920 2.240 - 
 6.40 2.240 2.280 3.840 3.840 2.560 - 

 6.60 2.560 2.280 3.840 3.840 2.880 - 

 6.80 2.880 2.520 4.160 4.160 2.880 - 

 7.00 2.560 2.520 3.840 3.840 2.240 - 

       

 7.20 2.440 2.440 3.355 2.135 2.135 - 
 7.40 2.440 2.440 3.355 2.135 2.135 - 

 7.60 2.440 2.440 3.555 2.440 2.440 - 

 7.80 2.745 2.135 3.050 2.745 2.745 - 
 8.00 2.745 2.440 3.660 2.745 2.745 - 

       
 8.20 2.610 2.610 3.770 2.610 - - 
 8.40 3.190 3.190 3.770 2.900 - - 

 8.60 3.190 3.190 3.480 2.900 - - 

 8.80 3.190 3.190 3.770 2.900 - - 

 9.00 3.480 3.190 3.190 3.480 - - 
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σa ( bar ) 
深度 

S1 S2 S3 S4 S5 S6 
9.80 2.800 3.360 3.360 3.360 - - 
9.40 2.800 3.360 3.360 3.360 - - 

9.60 2.800 3.640 3.640 3.360 - - 

9.80 3.080 3.640 3.640 3.360 - - 

10.00 3.080 3.640 3.640 3.360 - - 

       

10.20 2.915 3.975 3.975 2.915 - - 

10.40 2.915 3.975 3.975 2.915 - - 

10.60 2.650 3.975 3.975 3.180 - - 

10.80 2.650 3.710 3.710 2.915 - - 

11.00 3.445 3.570 3.570 2.915 - - 

       

11.20 3.060 3.315 3.315 2.805 - - 

11.40 3.570 3.315 3.315 3.060 - - 

11.60 3.825 3.315 3.315 3.315 - - 

11.80 3.570 3.315 3.315 3.315 - - 

12.00 3.570 3.185 3.185 3.315 - - 

       

12.20 3.570 2.940 2.940 3.185 - - 

12.40 3.430 2.940 2.940 3.675 - - 

12.60 3.185 2.940 2.940 3.675 - - 

12.80 3.185 2.940 2.940 3.675 - - 

13.00 3.430 2.840 2.840 3.290 - - 

       

13.20 3.430 2.840 2.840 3.290 - - 

13.40 3.360 3.290 3.055 3.290 - - 

13.60 3.360 3.290 3.290 2.820 - - 

13.80 3.360 3.290 3.290 2.820 - - 

14.00 3.120 3.290 3.220 2.720 - - 

       

14.20 3.055 3.220 3.220 2.990 - - 

14.40 3.055 3.220 3.220 2.990 - - 

14.60 3.290 3.220 3.220 2.990 - - 

14.80 3.290 3.220 3.220 2.990 - - 

15.00 3.290 3.220 3.220 2.990 - - 
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各調査地点での動的貫入試験による試験結果は、以下に示すとおりである。 

 

S1 
地表部の許容支持力は小さく、1 bar 未満である。地下 5.40m までその状態

が続き、5.40 m になると、許容支持力が 2 bar を上回り始める。この地点か

ら試験の終了点である深度 15 mまで、深さに応じて支持力が増す。 

S2 
地表面から深さ 0.8m までは、許容支持力はかなり大きいが、地下 1.00 m で

小さくなる。深度 5.40m までほぼ一定となり（平均値＝1.50 bar）、調査終

了点まで、深さに応じて増す。 

S3 

許容支持力は地下 1.20 m までは小さく、その地点から地下 2.60m まではか

なり大きくなり、2.8m 以深 4.00m まで再度小さくなる。この支持力の小さ

い地層部分は、恐らく自由地下水の最初の徴候を示すものであろう。地下

4.20 m で支持力は大きくなり、深さ 15 mの調査終了点まで増加する。 
S4 深さ 5.20m まで許容支持力は小さく、5.40 m の地点から増加する。 

S5 
深度 1.80m まで、許容支持力はかなり小さい。この深さ（5.40 m）から、

地下 5 m までの残りの部分では、支持力はかなり大きくなる。 

S6 
地表部では許容支持力は小さく、地下 2 m からかなり大きくなる。地下 6 m の

調査終了点まで、深さとともに増す。 

 

 

  ② 建築基礎構造設計指針による許容支持力 

a. 配水池 

 現状の地表面から 0.4m 深さにおける支持力を求める。 

ｑa=1/3(αcNc +βγ1ＢＮr +γ2DfNq) 

   =1/3(0.43×1.55×15×13.5 + 1.55×0.4×19.2) 

   =1/3×146.9 

   =49.0 t/m2 

 

ここに、β=0.5-0.1×B/L=0.5-0.1×15/20=0.43 

    φ=33°、Ｎc=24.5、Ｎγ=13.5、 Ｎq=19.2 

 同様に深度 0.2～1.0m における支持力を求めると以下の表に示すとおりである。 

              

深度(m) 許容支持力 q a(t/m2) 

0.2 47.0 

0.4 49.0 

0.6 50.9 

0.8 52.9 

1.0 54.9 

 

b. 送水ポンプ場 

現状の地表面から 0.3m 深さにおける支持力を求める。 

ｑa=1/3(αcNc +βγ1ＢＮr +γ2DfNq) 

   =1/3(0.44×1.55×7.0×13.5 + 1.55×0.3×19.2) 
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   =1/3×73.4 

   =24.5 t/m2 

 

ここに、β=0.5-0.1×B/L=0.5-0.1×8/12=0.44 

    φ=33°、Ｎc=24.5、Ｎγ=13.5、 Ｎq=19.2 

同様に深度 0.2～1.0m における支持力を求めると以下の表に示すとおりである。 

 

深度(m) 許容支持力 q a(t/m2) 

0.2 23.5 

0.3 24.5 

0.4 25.5 

0.6 27.4 

0.8 29.4 

1.0 31.4 
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  ③ 許容支持力の計算結果 

 

上記の計算結果より、許容支持力は以下のとおりである。 

 

1) 配水池 

深度(m) 許容支持力 q a(t/m2)  

 動的貫入試験による値（S1,S2,S3,S4

の平均値） 

Terzaghiの支持力式による値（建

築基礎構造設計指針） 

0.2 9.8 47.0 

0.4 13.2 49.0 

0.6 13.2 50.9 

0.8 13.2 52.9 

1.0 16.1 54.9 

注）配水池敷地の地表面は凹凸があるため、１ｍ程度の整地行う。従って、整地後の

ＧＬ面は、土質調査時の地表から１ｍ深さの面となる。 

 

2) 送水ポンプ場 

深度(m) 許容支持力 q a(t/m2)  

 動的貫入試験による値（S5,S6の平均

値） 

Terzaghiの支持力式による値（建

築基礎構造設計指針） 

0.2 23.5 23.5 

0.3 17.8 24.5 

0.4 16.3 25.5 

0.6 11.7 27.4 

0.8 4.7 29.4 

1.0 9.4 31.4 

 
( 3 )  室内試験 

手掘りピットから全部で６サンプルを採集した。ピットの地質断面図からピットは概

ね似通っており、井戸Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４は砂丘の砂で構成されている。一方、

井戸Ｐ５、Ｐ６は赤い砂丘の砂で構成されている。 

 

これらのサンプリングについて、次の試験を行った。 

・含水比試験 

・密度試験 

・粒度試験 

・比重試験 

・直接せん断試験 

・圧縮試験 
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試験結果表 

粒度分析 せん断強度  
0.8 0.5 0.4 0.315 0.2 0.16 0.1 0.08 C Φ 

密度 
 含水比 

P1 
P2 
P3 
P4 
P5 
P6 

99 
99 
99 
100 
100 
100 

92 
89 
91 
92 
99 
99 

86 
83 
84 
85 
98 
98 

80 
78 
79 
75 
97 
96 

76 
73 
74 
74 
94 
91 

25 
18 
19 
19 
14 
14 

13 
9 
6 

10 
10 
10 

10 
8 
5 
9 
9 
9 

0 
0 
0 
0 
- 
- 

36.0° 
34.0° 
36.5° 
33.0° 

- 
- 

2.60 
2.67 
2.63 
2.67 
2.66 
2.65 

6.1% 
6.9% 

10.2% 
5.8% 
7.8% 
8.4% 

 
( 4 )  結論 

 
 キファの送水ポンプ場及び配水池の基礎工事施工前の土質調査によって、多少なり

とも細かい砂の存在が明らかになった。80 ミクロン未満が約 9％を占める。直接せん

断した場合、土砂はいっさい粘着しない。圧密試験機を用いた圧縮試験では、沈下は

ほとんど見られない。しかし、構造物の設計に際しては、対象地域が乾燥しているた

め、むしろ動力貫入試験の結果を考慮に入れるべきである。同試験結果のほうが、も

っと的確に現実を反映したものとなる。 

 従って、地盤の許容支持力の値は、動力貫入試験による値を採用するものとする。 
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